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　7月18日、関係者による地神祭が執り行わ

れ、順調に工事が進ちょくし、平成27年3月

中旬に完成する予定です。旧明保地域コミュ

ニティセンターから引っ越し、4月にオープン

します。

　場所は、駒生運動公園南側のちびっ子広場で

明保地区の中心位置にあり、利便性の良い環境

にあります。昨年に建物検討委員会を発足し、

利用者から見た使い勝手の便利性を設計に反

映し現在、倉庫や机、椅子、厨房用具などの手配

を行っています。

　高齢者サロン（居場所づくり）、介護予防教

室、厨房を活用した高齢者一人住まいの食事懇

談会や旧来の講座・サークルに加え、新しい講

座の企画、サークルの発足を検討しています。コ

ミュニティセンターは、まちの方々が集うまちづ

くりの拠点です。気軽にお出かけいただき、寛

いの場として親しんでもらいたいと思います。

【新コミュニティセンターの特異点】
・エレベーター装備

・会議室（4室）＊120名対応可（2室を利用）

・厨房（3セット）

・コミュニティースペース（玄関付近）

・駐車場スペース（9台）＊うち1台は身体障害者用

・放送音響システム

・玄関（風除室あり）

まちづくりの拠点に新しい息吹
明保地域コミュニティセンターまもなく完成



　行動プログラムのP（計画）D（実践）C（評価）A（再チャ
レンジ）の管理と進ちょく確認、新たな行動プログラムの設
定を周知するため、年に2回（5月24日、11月8日）、委員に
よる全体会議を実施しています。
　各ワーキングチーム（A:触れ合う交流づくり/B:健全な育成
づくり/C:支え合い生きがいづくり/D:活気ある人づくり/E:
文化と緑を育むまちづくり）ごとに当該行動プログラム管理
表に基づき、PDCAの管理フォローを行っています。
【完了 26件/継続実践中 43件/新規 7件】

【新規行動プログラム】
区　別 件　　　　　　　名 スローガン

E 明保地区シンボルマークの作成

異世代が支え合う

文化と自然を

生かしたまち

明保地区

A 防災マニュアルの作成整備

C 高齢者一人暮らし食事会に充実化

B 三の沢西自治会関係子ども会の再配置の検討

E JRA 移転による地域環境などの関連事項の対応策

E
野口雨情に関わる施設（旧居、詩碑、記念碑など）
資料（遺産、個人所有など）の保全維持策の推進

A 新コミュニティセンターの使用性の充実化・利便化の推進

　明保地区明るいまちづくり協議会では時代性を指向した、まちの情報伝達を図るため
ホームページを開設しました。

【主な内容】
・まちの概要、歴史変遷、各団体からのお知らせ、トピックス・ニュース、まちからの
お願い、雨情情報コーナー、　まちづくり組織、関連リンク（宇都宮市・明保小、宮の原中）、
まちのあんなこと・こんなこと（写真ギャラリー）

パソコン、スマートフォンなどにより、おおいに閲覧してください。
アドレスは  http//:www.u-meiho.jp/  です。

＊「明保地区明るいまちづくり協議会」で検索すると閲覧できます。
＊右図の QR コードを、携帯・スマートフォンで読み取るとホームページへアクセスできます。

まちづくりビジョン策定全体会議を開催

明保地区ホームページが開設されました

行動プログラム・76項目にチャレンジ !!



　平成16年の創立以来、地域の幅広い世代が協力し、地域の通学路（フラワーロー
ド）への花苗の植え付きや道路のごみ拾い、雨情枝垂れ桜の植栽、ゴミステーション
の分別、マナーなどのオリジナル看板やカラス行け網ネットの配備など、まちの環境
美化に努めてきたことが評価されました。
　これに先立ち、「とちぎの環境美化県民運動功労団体等表彰」として栃木県知事か
ら受賞されました。

　明保地区明るいまちづくり協議会が栃木県代表として推薦されましたが、残念でしたが47都道府県のうち、
13団体受賞の対象には至りませんでした。この度、推薦事由となった活動内容は
　・児童の登下校見守り活動、あいさつ運動を10年間、登校日の毎日継続実施
　・夜間の防犯パトロールを10年間、火曜、木曜日継続実施
　・住民が一体となった交通安全運動の活動が顕著であり、警察署から毎回優秀賞の評価をいただいている。
　・毎年実施している学校関係、子ども会、ボランティアクラブ、警察署、自治会等が協働した環境点検活動は、  
　　安全・安心なまちづくりにとってその実績評価が顕著
　・毎年実施している住民総ぐるみによる地震、土砂崩壊などの大災害を想定した防災訓練（消防団、消防署
　　参加）は自助としての危機管理や共助としての助け合いの大切さを認識させるとともに、住民の防災意識の高揚
　　が図られている。
　・高齢者見守り安心ネットワークを構築し、高齢者への何気ない見守り、相談ごと、非常時災害時の対応
　　などに対して、住民が一体化した取り組みを行っている。

　以上の事項が県当局から高く評価され、推奨されました。明保地区では、各種団体、ボランティアクラブの方々
が汗をかきながら、日常的な地域の安全・安心なまちづくりに積極的に参加しています。子どもたち、住民が
「あいさつ」の行き交うまち、高齢者が安心して生きがいを持って過ごせるまちづくりへのさらなる充実化に向けて、
皆さんと共により良い明るいまちを築きましょう。

環境大臣賞を受賞

安全・安心なまちづくり関係功労団体として
　　　　　  内閣総理大臣賞にノミネートされる

地域環境美化功績団体（明保地区明るいまちづくり協議会）

表彰おめでとうございます
☆表彰状 
　栃木県民防犯の集い（栃木県警察本部長）
　雨情ボランティアクラブ

☆表彰状 
　宇都宮市福祉のまちづくり活動（宇都宮市長）
　雨情女性クラブ

☆表彰状 
　とちぎの環境美化県民運動（栃木県知事）
　明保地区明るいまちづくり協議会

☆最優秀賞
　春・秋の交通安全運動（宇都宮中央警察署長）
　交通安全協会明保支部



　わがまちの高齢化は急速に進んでおり、これらと相俟っ

て空き家、空き地が各自治会に目立つようになりました。

これからも空き家等が確実に増え、明保地区としての防犯、

防火対策ならびに環境美化の観点から、まちづくりの重要

な課題として捉えています。これらに対処するため私たち

のまちでは、「空き家等対策実施要領」を取り決め、地域

としての空き家等の取り組みを行っています。

　地域のモデル地区として、とちぎテレビに放映されまし

た。市ではスマートフォンやタブレットにより、動画の閲

覧サービスを行っています。是非、ご覧ください。

　宇都宮市では 7 月 1 日に「空き家等の適正管理及び有効活用に関する条例」が制定され、空き家等の対応策が一

歩前進しましたが、中には持ち主の理解が容易に得られず、放置状況となっているものがあり、地域住民に影響

を及ぼすものがあります。この場合は役員やボランティアクラブ員が緊急措置として、持ち主の了解を得て、樹木

や茂垣などの剪定、伐採を行っています。

近隣者・班長 自治会役員

（ブロック長・組長・区長）

＊情報提供 ＊連絡表発行
＊現場調査・適時巡回

自治会長

＊台帳・マップ整理
＊現場調査・適時巡回
＊対策実施の依頼 （持ち主、
　所轄担当、消防署、自治会
　役員、 ボランティアクラブ
　など）

わがまちの空き家対策

　両団体の活動目的は青少年、子どもの健全育成と活動の活性化等で

あり、類似した組織運営であることから、従来から一元化の意見があり

ました。他地区での先行事例も多々あり、実績評価が高いことから、

明保地区でも時代性に合った効率的運営を図るため、本年5月の両総会

に提案し、両団体の一体化が承認され、新しい組織として【明保地区

青少年・子ども育成会】が発足しました。

　新しい組織体制のもとに、5つの単位子ども会が連携協力しながら、

自主活動はもとより明保地区行事への積極的参加による異世代交流を

通じて、元気ではつらつした健全育成づくりが期待されます。

二つの団体が一体化

明保地区青少年・子ども育成会

* あんずの宇都宮日記「空き家防犯パトロール」
https://www.youtube.com/watch?v=a1B_RIN0saw



　地域社会を支える「人づくり」はまちづくりとして、これ

から取り組まなければならない重要な案件となっています。

本年は、宇都宮市西生涯学習センターと共催してコミュニ

ティセンターのシリーズ（5 回）「男塾」講座を企画しました。

永い勤めを終えた人たち、間もなく終わろうとしている人

たちは、これからの第 2 の人生の道しるべを模索している

かもしれません。そんな人たちに地域と何らかの関わりを

持っていただくための意識醸成と地域デビューへのきっか

けづくりになればと思います。

【実施日と内容】
実 施 日 時 実 施 内 容 備　　　考

5月24日（土）10時 明保地区の歴史とまちづくりの現状と課題、方策。 組織体制、まちづくりの現状、
ビジョン策定

6月14日（土）10時 高齢化に向けたまちづくり、人づくり、仕組みづくり
などの課題について話し合い、その方策をまとめる。

ブレーンストーミング
・KJ 法活用

7月19日（土）10時 手打ちそば体験。 有段者が指導、食しながら懇談

8月  9日（土）10時 アウトドア料理へのチャレンジ。 ダッチオーブン料理、燻製、ピ
ザ焼きなど

9月27日（土）10時 私たちのまちの将来像に向けて、現在取り組んでいる
まちづくりの概要。受講者からの意見要望。

男塾に参加した考察、意見等の
話し合いを行った

　総務省・行政評価事務所、行政相談員が地域の団体代表
者や住民から行政に関わる意見、要望をお聴きする行政相
談懇談会が11月8日（土）、明保地域コミュニティセンター
にて開催されました。
　明保地区では鈴木英明さんが行政相談員（宇都宮市では
9人が総務大臣から委嘱されています）として活躍されてお
り、この日も行政評価事務所職員とともに積極的に受答え
をしていました。
　今回、射撃場跡地の有効利用や道路改修などの要望、意
見が出されましたが、それらの内容は、国・県・市に通知さ
れ、フォローされることになっています。

 　　　　を開講

総務省・行政相談懇談会を開催

【男塾】



　7月27日晴天に恵まれ、護国神社の宮司により、子ども

たちの健全育成を祈願し、大人と子ども神輿、山車、各子

ども会の手作り神輿を担ぎながらワイショイ・ワイショイと

大きな声でまちを練り歩きました。羽黒山神社広場では、

地域の人たちの沢山の出店、ゲーム、お囃子、よさこい踊り

などで盛り上がり、思い出のある楽しい夏の一日を過ごし

ました。

　9月14日、明保小・体育館にて明保地区の75歳以上の

方々を招待した敬老会を盛大に催しました。88歳（米寿）

になられた方には花束贈呈を、100歳なられた間庭ツルさ

んは、元気な姿でご出席され、総理大臣からのお祝いの賞

状、花束を受け取りました。ツルさんは短歌づくりでは県内

でも有名で、この日秀作2句を舞台に大きく掲げ紹介しまし

た。

　カラオケ、子どもたちの合唱と招待者への肩もみ、雨情

女性クラブのハワイアンダンス、日光和楽踊りなど、招待者

の皆さんと交流しながらの和気あいあいの敬老会でした。

◆ 間庭ツルさんは残念でしたが１０月に急逝されました。謹んでお悔み申しあげます。

　10月5日はあいにくの雨となり、明保小校庭での各種体

験、訓練は中止となりましたが、非常時災害時情報連絡、

各自治会からの避難誘導、土砂崩壊警戒区域住民の避難

誘導、災害時要援護者支援避難誘導などの訓練や心肺蘇

生訓練など、地域消防署、消防団の支援を得ながら体育館

で行われ、地域共助の大切さを学びました。

まちのイベントあれこれ

【夏祭り・子どもみこし祭り】

【敬老会】

【防災訓練】



　晴天に恵まれた10月12日、各自治会の子ども、お父

さん・お母さん、お爺さん・お婆さんたちの3世代が明

保小の校庭に集まり、各チームの練習成果を発揮すべ

く優勝を目指して競いあいました。応援合戦や隣近所

が集まり同じ弁当を食べながらの交流、幼児から高齢

者までのいろいろな競技、雨情女性クラブによる焼き

そば、煮卵、味噌おでんなど手作り出店、恒例のドキュ

メント・ザ・誕生日など楽しい一日を過ごしました。

　今年は、常勝の三の沢西Aチームが敗れ、羽黒台チーム

が優勝しました。

　秋空のもと10月26日、明保小体育館、校庭にて開

催されました。日ごろから研鑚されている地域の方々

の絵画などの作品や工芸品の展示、健康づくり・リサ

イクル・防火などの体験コーナーや雨情情報コーナー

を、談話コーナーでは昔の写真の人の当てっこや明保

小児童たちのフォトコンテスト、放課後授業の作品紹

介などのスペースを設けました。

　演芸会ではカラオケや児童合唱、太極拳、雨情合唱

団、ハワイアンダンスが出演し、その熱演に拍手喝采

をあびました。

　校庭では、子ども会によるハロウィンコンテストや陸上

自衛隊コーナー、ものつくり体験、チャリティバザー、

フリーマーケット、ブレックスのブレッキーと遊ぼう、

模擬店などが催しされ、賑わいを見せていました。

【明保小 放課後授業の作品】

　11月23日、鶴田羽黒山神社梵天まつりが開催され、

今年は、明保地区では3本（小学生低学年、高学年と

中学生、大人）を献上し、地域住民へ果敢豪快と微笑ま

しい梵天を披露し、喝采をあびました。

　この日のために、実行委員会のメンバーの皆さんは、

地域伝統祭りを維持継承するため、竹取りや梵天作りな

どに汗をかきながら取り組んでいただき、ありがとうご

ざいました。

【体育祭】

【文化祭】

【梵天祭り】



めいほ　あんなこと　こんなこと

〈役員研修旅行〉3/20
「国土地理院で日本列島を踏破する」

〈県民総ぐるみ交通安全運動（春・秋）〉4/6〜15,9/21〜30
「地域住民参加で最優秀賞」

〈林で遊ぼう〉9/28
「手づくりパン、薫製おいしかったです」

〈地元企業を知ろう（老）〉11/18
「太陽警備保障でセキュリティーを学びました」

〈流しソーメン〉8/10
「ボランティアのおじさんおいしかったよ〜」

〈ものづくり塾〉4/23・5/14
「リサイクル布でぞうり作りにチャレンジ」

〈異世代交流ハイキング（体）〉5/10
「横根山の高原を満喫しました」

〈宮祭り（宮梵天）〉8/3
「鶴田梵天、果敢に披露しました」

〈高齢者見守り安心ネットワーク研修会〉8/30
「何よりも思いやりの心を持ちましょう」

〈サマーキャンプ〉8/17・18
「夕食を作って食べました」

〈ちびっ子農園〉（植え付き、収穫祭）7/13
「自分たちで栽培した野菜で料理づくり」

〈支え合い安心講座〉5/17・6/21
「地元の田島先生熱心に講義」

〈健康体操（健）〉8/21
「体力づくりでいきいき過ごしましょう」

〈まちづくりサミット〉11/3
「まちづくりについてダニエルカールさんとトーキング」

〈フラワーロード〉5/10・11/29
「雨の中パンジーを植えました」


